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審 査 議 案 

１ 今後の協議の進め方について 

２ 今後の開催予定について 

３ 予算・決算審査のあり方について 

４ 議会のあり方調査特別委員会企画調整部会及び分科会の設置に関
する要綱の一部改正について 

５ 次回の会議について 

 

 

 

 

 

 

 

説  明  者 

 

 

野中議事係長、森田書記 

  

  

 

 

 

伊 勢 市 議 会 
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会議の概要 

 鈴木会長開会を宣言。その後、直ちに会議に入り、「今後の協議の進め方について」、「予

算・決算審査のあり方について」及び「議会のあり方調査特別委員会企画調整部会及び分科

会の設置に関する要綱の一部改正について」を議題とし、協議を行った。なお、予算・決算

審査のあり方については、次回改めて協議されることが確認された。その後、次回の会議に

ついて決定し、分科会を閉会した。なお、協議内容は以下のとおりです。 

 

協議の内容 

 １ 今後の協議の進め方について 

  会長から、１月 16 日の企画調整部会において、本分科会の基本的な進め方を報告し、

了承を得たことを報告。また、今後の協議の進め方について、資料１により会長説明の

後、以下の優先順で協議していくことが確認された。なお、「伊勢市議会議員政治倫理条

例に関することとして、『市から補助金等の交付を受けている団体を代表する役員』の解

釈について」が新たな項目として追加されることもあわせて確認された。 

①「予算・決算審査のあり方について」（３月定例会までに） 

②伊勢市議会議員政治倫理条例に関することとして、「市から補助金等の交付を受け

ている団体を代表する役員」の解釈について 

 ③伊勢市議会基本条例に関することとして、「（仮称）伊勢市議会の議決すべき事件に

関する条例」、「政策立案」、「事務局体制の強化・充実」 

 ④その他具体的検討項目として、「議長任期」、「管外行政視察の抜本的な見直し」 

 ２ 今後の開催予定について 

 平成 33年８月には７項目全ての検討を終えること、また、分科会を月１、２回程度開

催していくことが確認された。 

 ３ 予算・決算審査のあり方について 

  資料２により事務局から県下の状況を説明の後、各委員からの意見を確認し、協議の

結果、分科会委員以外の議員の意見を聞く必要があるため、一度各会派へ持ち帰って、

次回改めて議論し、分科会の結論を出すことが確認された。 

  【各委員の意見】 

   世古口委員「県下の大半が議員全員で審査している。本市も議員全員で審査を行う

のが妥当であり、工夫しながら分科会方式を採用していくべき」 

藤 原 委 員「全員が参加できる分科会方式がよい」 

楠 木 委 員「分科会方式は、以前に比べて審議の内容が少なくなっており、疑問に

感じていたが、それだけをもって分科会方式のよしあしを判断すること

は早計である。今後、それぞれの所管の部分について、研究し、深めて

いく必要がある。分科会方式を存続していくべき」 

中 村 委 員「分科会方式は、執行機関として、内容的に絞られているため、日にち

が決まっていて有効的であると感じているが、全員参加と言えるのか。

以前の方式のほうが議論が深まっていた。ただ、執行機関の待機場所を

考えると小俣総合支所にいる間は、分科会方式を採用すべき」 
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世 古 委 員「分科会方式がよいとは思うが、自分の所管の分科会しか審査できない

ので、全員参加とは言えない。また、自分が審査に入っていない分科会

でも自分の意見を言えるように一考する必要があると考えているが、改

選があり、体制が変わったため、平成 30年度は分科会方式がよい」 

辻 委 員「全員が議論に参加できていなかったが、以前のやり方のほうがよい。

予算・決算いずれかの審査に参加できる方式がよい」 

小 山 委 員「自分の所管以外の審査に参加できない分科会方式は明らかに失敗。常

任委員会の委員が必ずしもその分野のスペシャリストではない。違った

視点からの質問も必要。２つのグループに分ける方式、またはそれ以前

の方式に戻すほうがよい」 

福井副委員長「分科会方式を採用し、議論が白熱することを期待していたが、議論が

物足りず中途半端となっている。分科会方式を継続していくのであれば、

改革が必要と考えている。半年間くらい（小俣総合支所に移転中）は、

分科会方式を採用していき、次の決算の際に、改めてどうするのかを考

える機会を持つべき」 

 ４ 議会のあり方調査特別委員会企画調整部会及び分科会の設置に関する要綱の一部改正

について 

   協議の結果、第５条第１項第１号について、事務局案のとおり変更されることが確認

された。 

  ・改正前「条例等検討分科会 議会基本条例骨子、議員倫理条例骨子案及びその他の

具体的検討項目に関すること」 

  ・改正案「条例等検討分科会 議会基本条例、議員政治倫理条例及びその他の具体的

検討項目に関すること」 

５ 次回の会議について 

 【開催日時】２月５日（月）午後１時から 

 【協議内容】予算・決算審査のあり方について、議員政治倫理条例に掲げる補助金等を受

ける団体・役員の解釈について、伊勢市議会の議決すべき事件に関する条例

について 

 

 

 

上記署名する。 

 

 平成 30年１月 26 日 

 

 

会  長 


